
1 

市民ワークショップの実施計画概要 

平成 29 年度まちづくりワークショップ運営（案）             

項 目 内 容 

目的 

まちづくり基本構想では、地区の位置・区域、まちづくりの目標、まちづくりの方針

を定め、地区の都市機能ゾーニング及び取り組み基本施策を策定した。また、新市庁舎

の移転場所が決定された。 

これらを踏まえ、地区のまちづくりを効果的に推進していくために、基本計画の策定

が必要である。特に、長期的な展望を見据えながら、緊急かつ実現性の高い施策の計画・

実施が求められる。 

以上の考え方をもとに、まちづくりワークショップを開催し、シビックコア周辺地区

における重点的に取り組むべき事業の設定と、その事業内容や利活用方法、その他多様

なアイデアについて意見の抽出・整理を行うとともに、市民の今後のまちづくりへの参

画の機運を醸成することを目的とする。 

前提 

条件 

・新庁舎移設計画との整合性を図るものとする。 

・まちづくりに関する基本協定書及びまちづくり基本構想を踏まえたものとする。 

・市民の意見を可能な限り反映することに努めるとともに、市として実現可能な基本計

画としてとりまとめる。 

目 標 

・シビックコア周辺地区の重点プロジェクトの設定 

・重点プロジェクトの整備イメージの作成 

・重点プロジェクトの管理運営に関するアイデアの抽出 

参加者 

【対象】   ・中学生以上（市議会議員及び市職員は除く） 

・応募用紙にて参加申し込み（持参、郵送、電子メール） 

 

【定員】   ・市内の方  ２０名程度 

 

【募集方法】 ・市広報への掲載 

・地元自治会への案内 

・各種イベントで案内 

方法 

・事務局による進行、説明、アドバイス及び参加者意見、ＷＳ結果の整理 

・参加者のグループ討議、全体協議による意見抽出、発表 

・グループは、6～8人で編成 

場所 
大和高田市中央公民館 

2 階第 4講座室 
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平成 29 年度まちづくりワークショップ内容（案） 

日程 目 標 ワークショップ・意見交換 

第 1回 

 

平成２９年

１０月 

２８日 

（土） 

◯地区の現況・課題

やまちづくりを

理解する 

○基本協定、基本構

想について知る。 

◯基本計画として

取り組む事業施

策の概要を考え

る 

（重点プロジェク

トの予備抽出） 

 

【テーマ】 

(1) まちづくり基本構想策定の経緯・内容を知ろう 

(2) 重要なこと、すぐにやるべきことは何だろう 

 

【方法】 

(1)シビックコア周辺地区の現状と課題について概略説明する。 

(2)基本協定（地区の位置・区域、まちづくりの目標、まちづくり

の方針等）及びまちづくり基本構想（ゾーニング、庁舎移転計

画等）について説明する。 

(3)主要な基本計画案（オープンスペースの市民活用、河川遊歩道

整備、まちの駅、公園整備等）について「まちづくり基本構想」

を使用して説明する。  

(4)平成 28 年度第 3 回ステップ 1 の「まちづくり構想をチェック

しよう（まとめ）」の実施報告を説明する。 

(5)グループ作業により、 「まちづくり基本構想」の中で重点的

かつ緊急的に取り組むべき事業施策（重点プロジェクト）を抽

出する。 

第 2回 

 

平成２９年

１１月 

２５日 

（土） 

◯重点プロジェクト

を設定する 

○重点プロジェクト

に関する計画イメ

ージをつくる 

【テーマ】 

(1)前回ＷＳの振り返りをしよう 

(2) 重点プロジェクトを設定しよう 

(3) 重点プロジェクトの空間や機能を具体化してみよう 

 

【方法】 

(1)第 1 回ＷＳの内容について、事務局より振り返りを行う。 

(2) 前回の参加者からの重点的かつ緊急的に取り組むべき事業施

策の意見（理由）を踏まえ、事務局が整理した重点プロジェク

トを参加者に提示し、意見交換し、最終決定を行う。 

 (3)グループ作業により、重点プロジェクトの整備内容、規模、

管理運営等のアイデアや意見を出し合う。なお、グループがど

の重点プロジェクトを協議するかについては、第 1回ＷＧ後の

事務局協議で決定する。 

(4)グループ作業の結果を発表し、意見交換、質疑を行う。 
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日程 目 標 ワークショップ・意見交換 

第 3回 

 

平成３０年 

１月 

２０日 

（土） 

○重点プロジェクト

の内容をとりまと

め、「基本計画」に

位置付ける 

【テーマ】 

(1)前回ＷＳの振り返りをしよう 

(2) 重点プロジェクトを「基本計画」としてまとめよう 

 

【方法】 

(1)第 2 回ＷＳの内容について、事務局より振り返りを行う。 

(2)各グループの意見にそった計画内容を他の人に説明・アピール

するためのキャッチフレーズや説明文、イメージ図などを作成

する。 

(3)グループ作業により、重点プロジェクトの実現化に向けての課

題について協議する。 

(4)グループ作業の結果を発表し、意見交換、質疑を行う。 

(5)参加者の意見を集約し、事務局より総括する。 

 


